
新潟日報
LEADERS倶楽部とは

　2012年3月、ふるさと新潟の発展を目指
して発足。「日本のげんきを、新潟から」の
テーマの下、県内の有力企業や団体、教
育機関等の“新潟のリーダー”が結集し、情
報発信と会員相互の交流を目的に活動を
続けています。9年目となる2020年は
107社が参加し、次世代リーダーの育成と
交流をより強化する事業に取り組みます。

朝日酒造 株式会社 ／ アサヒビール 株式会社 新潟支社 ／ ALSOK 新潟綜合警備保障 株式会社 ／ イオンリテール 株式会社 北陸信越カンパニー ／ 一正蒲鉾 株式会社 ／ イワコンハウス新潟 株式会社 ／ 岩塚製菓 株式会社
株式会社 岩の原葡萄園 ／ 株式会社 植木組 ／ 株式会社 ウオロクホールディングス ／ ANAクラウンプラザホテル新潟 ／ NEC 新潟支店 長岡支店 ／ 株式会社 NSGホールディングス ／ 株式会社 ＮＳＴ新潟総合テレビ 
株式会社 エフエムラジオ新潟 ／株式会社 加賀田組 ／ 株式会社 加島屋 ／ 亀田製菓 株式会社 ／ 環境をサポートする 株式会社 きらめき ／ 株式会社 共栄堂 ／ グリーン産業 株式会社 ／ 株式会社 栗山米菓
クロスウィルグループ 株式会社 ／ 一般財団法人 健康医学予防協会 ／ コカ・コーラ ボトラーズジャパン 株式会社 ／ 株式会社 コロナ ／ 社会福祉法人 恩賜財団 済生会支部 新潟県済生会 済生会新潟病院
医療法人水明会 佐潟公園病院 ／株式会社 サカタ製作所 ／サッポロビール 株式会社 関信越本部 新潟統括支社 ／ 三幸製菓 株式会社 ／ JAグループ新潟 ／ 株式会社 システムスクエア ／ 島津ホールディングス 株式会社
清水建設 株式会社 北陸支店 新潟営業所 ／ 株式会社 シンセンホールディングス ／  株式会社 スノーピーク ／ セコム上信越 株式会社 ／ 全日本空輸 株式会社 新潟支店 ／ 株式会社 第一印刷所 ／ 第一建設工業 株式会社 
株式会社 大光銀行 ／ 株式会社 第四銀行 ／ 株式会社 タカヨシ ／ 株式会社 タケショー ／ 株式会社 タチカワ ／ 中越運送 株式会社 ／ 株式会社 ティーケーネットサービス ／ 学校法人帝京蒼柴学園 帝京長岡高等学校
株式会社 テレビ新潟放送網 ／ 東北電力 株式会社 新潟支店 ／ 株式会社 トップライズ ／ 長岡造形大学 ／ ナミックス 株式会社 ／ 株式会社 新潟クボタ ／ 一般財団法人 新潟県建設技術センター ／ 新潟県司法書士会
新潟県社会保険労務士会 ／ 新潟縣信用組合 ／ 新潟県信用保証協会 ／ 新潟県労働金庫 ／ 新潟交通 株式会社 ／ 新潟国際情報大学 ／ 新潟青陵大学 ／ 国立大学法人 新潟大学 ／ 新潟ダイヤモンド電子 株式会社
新潟中央青果 株式会社 ／ 株式会社 新潟テレビ21 ／ 新潟トヨタグループ ／ 株式会社 新潟日報サービスネット ／ 新潟万代島総合企画 株式会社 ／ 株式会社 新潟ビルサービス ／ 株式会社 新潟放送
株式会社 新潟マイホームセンター ／ 株式会社 新潟三越伊勢丹 ／ 新潟薬科大学 ／ 新潟冷蔵 株式会社 ／ 二幸産業 株式会社 ／ 独立行政法人 国立病院機構  西新潟中央病院 ／ 日生不動産グループ
日本歯科大学 新潟生命歯学部 ／ 日本たばこ産業 株式会社 新潟支店 ／ 株式会社 ハードオフコーポレーション ／ パステルグループ ／ 株式会社 BSNアイネット ／ 株式会社 廣瀨 ／ 株式会社 福田組 ／ 福田道路 株式会社 
藤木鉄工 株式会社 ／ 株式会社 ブルボン ／ 株式会社 北越銀行 ／ 株式会社 北越ケーズ ／ 北越工業 株式会社 ／ 北越コーポレーション 株式会社 ／ ホテルオークラ新潟 ／ 株式会社 本間組 ／ ミサワホーム北越 株式会社 
医療法人 新成医会 総合リハビリテーションセンター みどり病院 ／ 株式会社 メビウス ／ 森井紙器工業 株式会社 ／ 山津水産 株式会社 ／ 株式会社 ユアテック 新潟支社 ／ 社会福祉法人 勇樹会 ／ 雪国科学 株式会社
吉乃川 株式会社 ／ 株式会社 ルームワン

参加企業、団体、教育機関 （50音順）

企画・制作／新潟日報社・新潟日報事業社

会議力を上げる！
次世代リーダーのための
コミュケーション術

　今回のカンファレンスの目的は、会議で「明快・簡潔・理路整然と発言
できるようになる」「進行役として発言を促し合意形成する」の二つ。成果
を上げるためのコツを学びます。
　菊野さんが特に大切だと強調したのは「事前準備」。「１回の発言で伝
えられるよう、自分の意見はあらかじめ整理しておきましょう」。自らの意見
に関連した情報や調査結果なども用意し、発言に取り入れると、客観性
と説得力が増します。
　会議に参加し、発言する時は「結論から述べて、補足説明を」。特に
意見がない場合でも「まだ考えがまとまっていません」とはっきり答え、
無言のままでいないこと。他の人の意見を聞く際には、メモを取り、うなず
いたり目線を合わせたり、きちんと耳を傾けることが肝心です。
　ウェブ会議の場合、会議内容は詰め込みすぎず、対面会議の８割程
度にすると、システム上のトラブルがあったとしても柔軟に対応できます。
また、参加者の誰もが安心して発言できる「心理的安全性」を対面以上
に配慮することが求められます。
ウェブ会議の主催者になった場
合は、参加者に呼びかけ、手を
振ってもらうなどのアクションを促
したり、チャットに書き込んでも
らったり、双方向性を大事にして
進めていきましょう。

　会議の進行では時間管理が一番重要。議題ごとに時間管理をしながら
参加者全員に対等に意見を促します。また、会議冒頭には会議の目的と
目標を参加者に伝える、会議終了後は、できるだけ早くメールなどで参加者
全員に結論を伝え、共有するといったことも進行役の大切な役割です。

必要なスキルは四つ。心理的
安全性の高い場づくりと、会議
のテーマやゴールを分かち合う
「共有」、参加者の意見をできる
だけ引き出す「発散」、意見をか
み合わせて整理する「収束」、整
理された意見をまとめる「決

定」。この四つのスキルを循環させながら、結論を導きます。
　「共有」と「発散」を効率よく進めるには、事前に意見を提出してもらい、
まとめておいたり、その場で出た意見を付箋に書き出し「見える化」したり
という方法があります。「収束」と「決定」では、話を整理し事実関係を確
認する「良質な質問」が有効。「なぜ」「要するに」「中でも」「他には」など
の言葉を使いながら、結論を押しつけず、納得や充足感が得られるよう参
加者を導きます。相手を受容し、意見に耳を傾ける傾聴のスキルも大切
になります。
　意見が対立した場合、意見を正
しく認識しあう「確認」、相手の立場
になり、視野を広げてみる「共感」、
納得できる部分を互いに認める「承
認」、この三つのサイクルで議論を
深めます。少しずつ歩み寄り、ベスト
でなくてもベターな結論に導いてい
きます。その際にも「良質な質問」が
役に立ちます。

　ウェブ会議では特に、簡潔で分かりやすい言葉で、「間」やトークスピー
ドを工夫します。「聞き取りやすい発音で歯切れ良く、相手に届く声で堂々
と、抑揚をつけ、表現力豊かに発言しましょう」という菊野さんの指導で、
演習を進めます。参加者はまず、上半身のストレッチと、口を大きく開けて
母音を発音するなど表情筋の準備体操を行いました。次に、発言に説得
力を持たせるため日本語で特に重要なサ行を多く含んだ例文を発声し、
強調したいフレーズを少し高めのトーンでゆっくりと、大事な言葉の前に
「間」を取り、抑揚をつける練習を繰り返しました。
　続いて前半の締めくくりとして、グループで全員が「研修の振り返り」を
１分間スピーチ。結論（Point）→理由（Reason）→具体例
（Example）→結論の念押し（Point）とまとめる
ことで理路整然と意見を伝える「ＰＲＥＰ法」を
用いました。

　後半は学んだことを実践するグループワーク。会議で必要なスキル
「共有」「発散」「収束」「決定」のそれぞれで進行役を決め、
１プロセス７分、全部で約30分の模擬会議を体験します。会議のテーマ
「若手社員の離職を減らすには」と「県人口減少問題に歯止めをかける
には」のどちらかを選ぶところから、話し合いがスタートしました。
　１つのプロセスが終わるたびに、菊野さんが各グループに質問を投げ
かけ、進行役が発表します。「会議のルールとして全員発言、忖度なし、
を決めた」（共有）、「全員で対等に意見を出し合えた」（発散）、「まとめて
いく中で、より意見の内容を深めることができた」（収束）、「他のアイデア
はないのか、もれがないか全員で確認できた有意義な時間だった」
（決定）などの発言が聞かれました。
　最後に菊野さんは「会議は進行役に全てを丸投げするものではありま
せん。チームの一人として、『この会議でどのような役回りをすればよい
か』と常に意識することで、他人
事ではなくなります。職場の会議
には、年齢の離れた上司や部下
も参加しますから、対等な関係を
つくることがなかなか難しいでしょ
うが、今日の学びを、それぞれの
企業の会議でも生かしてくださ
い」とエールを送りました。

会議の進め方のポイント
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次世代を担う人材育成を目的とした「新潟日報LEADERS俱楽部 中堅社員対象カンファレンス」。
5年目を迎えた今回は10月15日（木）に開催、会場に29人、オンラインで28人の計57人が参加しました。
新型ウイルスの感染防止のため、リモートワークやウェブ会議を取り入れた企業も多くなっている
状況ですが、「リモートでもリアルでも役に立つ、会議での発言や進行役のコツ」を実践的に学びました。

1
　後半は学んだことを実践するグループワーク。会議で必要なスキル
「共有」「発散」「収束」「決定」のそれぞれで進行役を決め、

会議力を実践！
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会議でチームビルディング会議でチームビルディング22［グループワーク］

発言を的確にする「話術」

「会議のための会議」というか、最
初から結論ありき、というパフォー
マンスのような会議も多いのでは
ないでしょうか。今日、対等な立場
の方で集まって、意見を交換する
中で、「本来、会議はこうあるべき
だ」と強く思いました。
（不動産業／30代男性）

会議で「共有」「発散」「収束」「決
定」の流れをつくるということを教
えていただき、頭で理解すること
ができましたが、実行することの
難しさも感じました。特に印象に
残ったのは「間」を取り「声のトー
ンを高くする」明瞭な話し方です。
（電気業／20代女性）

日頃何気なく行われている会議で
すが、その効率的なやり方を改め
て学ぶことができたのが一番の収
穫です。全員で参加することで、
実りある会議が成立すると実感し
ました。「心理的安全性」の重要性
を改めて認識するよい機会になり
ました（飲料製造業／20代男性）

新型ウイルス禍でマスクをしてい
るため、コミュニケーションが難し
い状況ではありますが、相手の方
が聞き取りやすい音量と話術で話
すことの大切さを学べました。
（警備業／30代男性）
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参加者の声

新潟日報リーダーズ倶楽部 中堅社員対象「カンファレンス」 

新潟県上越市出身。大学を卒業後、NST報道制作部に
入社。フリーに転身後もNSTスーパーニュースキャスター
など数々の経歴を積み、現在、新潟薬科大学薬学部非常
勤講師、新潟経営大学観光経営学部客員教授のほか、
司会や話し方セミナー・研修講師などを務める。

講師

Kアプローチ／フリーアナウンサー

菊野 麻子氏
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［講義＆演習］


